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は
じ
め
に

　

趙
之
謙
の
作
品
を
収
め
た
書
籍
の
一
つ
に
『
二
金
蝶
堂
遺
墨
』
が
あ
る
。
そ

こ
に
は
日
本
の
古
碑
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
『
多
胡
碑
』
の
臨
書
作
品
が
収

録
さ
れ
て
い
る（
１
）。（

図
１
）
ま
た
、
彼
が
三
十
六
歳
の
時
に
沈
均
初
、
胡
荄
甫
、

魏
稼
孫
、
方
可
中
な
ど
と
協
力
し
、
古
碑
刻
を
整
理
し
た
『
補
寰
宇
訪
碑
録
』

（
以
下
『
訪
碑
録
』
と
略
称
）
に
も
「
日
本
國
片
𦊆
緑
野
甘
良
三
郡
題
名
残
碑
」、

す
な
わ
ち
多
胡
碑
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。（
図
２
）
し
た
が
っ
て
、
こ
の
『
訪

碑
録
』
の
拓
本
収
集
を
も
と
に
臨
書
し
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。『
訪

碑
録
』
に
は
ほ
か
異
国
の
石
刻
と
し
て
、
高
麗
慶
尚
道
の
「
錦
山
摩
崖
」、
高

麗
晋
州
の
「
僧
神
行
碑
」、
高
麗
長
興
の
「
寶
林
寺
晋
照
禅
師
碑
」
や
出
土
地

不
明
の
「
依
止
大
師
残
碑
」
並
び
に
「
雙
溪
寺
真
鑑
禅
師
碑
」
な
ど
二
十
数
種

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
朝
鮮
の
多
く
の
古
碑
が
収
録
さ
れ
た
『
訪
碑
録
』
で
は

あ
る
が
、
趙
之
謙
が
日
本
の
多
胡
碑
に
の
み
に
着
目
し
、
臨
書
し
た
の
も
日
本

と
の
不
思
議
な
墨
縁
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
筆
者
の
主
た
る
興
味
は
、
こ
の
多
胡
碑
が
ど
の
よ
う
な
経
路
で

清
国
に
伝
播
し
、
さ
ら
に
趙
之
謙
の
入
手
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て

検
証
を
加
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
が
多
胡
碑
を
臨
書
し
た
、
そ
の

精
神
的
背
景
と
い
っ
た
も
の
に
も
す
こ
し
く
触
れ
て
み
た
い
。

（
一
）
朝
鮮
通
信
使
と
日
本
人

　

多
胡
碑
の
伝
播
に
つ
い
て
は
実
の
と
こ
ろ
朝
鮮
通
信
使
の
役
割
が
大
き
い
。

朝
鮮
通
信
使
の
日
本
訪
問
は
幕
府
当
局
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
諸
大
名
を
は
じ

め
町
人
や
百
姓
に
い
た
る
ま
で
、
当
時
、
異
常
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た（
２
）。

と
り

趙
之
謙
と
多
胡
碑
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図１　趙之謙　臨多胡碑　団扇

図２　補寰宇訪碑録
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わ
け
日
本
の
儒
者
文
人
た
ち
は
、
韓
使
と
の
接
触
や
交
流
を
終
身
の
栄
誉
と
し

て
、
通
信
使
が
入
国
す
る
た
び
に
沿
道
の
客
館
に
馳
せ
参
じ
、
競
っ
て
面
談
を

求
め
、
筆
談
と
詩
文
の
唱
和
、
ま
た
書
画
の
揮
毫
を
請
い
、
中
国
や
朝
鮮
の
政

情
を
さ
ぐ
り
、
経
・
史
・
諸
学
の
問
答
を
か
わ
す
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
第
十
大
将
軍
家
治
の
襲
職
賀
使
と
し
て
訪

日
し
た
書
記
官
、
成
大
中
と
日
本
の
文
人
、
韓
天
寿（
３
）（

一
七
三
二
～
一
七
九
六
）

や
沢
田
東
江（
４
）（

一
七
三
二
～
一
七
九
六
）
と
の
交
流
か
ら
み
て
み
よ
う
。

　

明
和
元
年
の
通
信
使
の
訪
日
は
、
第
一
回
目
の
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）

か
ら
数
え
て
十
一
回
目
に
あ
た
る
。
明
和
の
通
信
使
の
正
使
は
趙
曮
（
一
七
一

九
～
一
七
七
七
）
で
あ
る
。
官
は
慶
尚
監
司
か
ら
礼
曹
参
議
に
な
っ
た
。
著
に

『
海
槎
日
誌
』
が
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
書
記
官
、
成
大
中
（
一
七
三
二

～
一
八
一
二
）
は
字
を
士
執
、
青
城
と
号
し
た
。
時
に
三
十
三
歳
、
一
行
中
で

も
っ
と
も
文
名
を
馳
せ
た
学
士
で
あ
る
。

　

訪
日
中
に
記
録
し
た
『
槎
上
記
』
の
著
が
あ
り
、
ま
た
成
大
中
に
は
通
信
し

た
ち
の
日
本
紀
行
を
集
め
た
『
海
行
捴
載
』
の
編
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
成

大
中
の
『
日
本
録
』（「
槎
上
記
」『
大
系
朝
鮮
通
信
使
』
巻
七
所
収
）
三
月
十
一

日
の
条
に
よ
る
と（
５
）、
こ
こ
で
は
じ
め
て
、
成
大
中
は
沢
田
東
江
と
韓
天
寿
に
出

会
っ
て
い
る
。

三
月
十
一
日
発
回
程
宿
品
川
、
江
戸
儒
生
木
貞
貫
、
渋
井
平
、
今
井
兼
規
、

山
岸
蔵
、
源
成
範
、
千
葉
立
之
、
黄
彦
明
、
山
田
方
、
関
修
齢
、
平
鱗
、

平
英
、
韓
天
寿
来
別
、
兼
規
贐
扇
一
、
鱗
贐
印
章
二
、
天
寿
贐
筆
三
、
各

以
紙
筆
謝
之
。

と
あ
る
。
平
鱗
は
、
沢
田
東
江
の
こ
と
で
あ
る
。
東
江
は
別
れ
に
際
し
て
自
刻

印
二
章
を
成
大
中
に
送
り
、
韓
天
寿
は
筆
三
本
を
送
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

通
信
使
一
行
が
江
戸
を
た
っ
て
品
川
の
客
館
に
つ
い
た
と
き
、
沢
田
東
江
に
伴

わ
れ
て
、
韓
天
寿
も
客
館
に
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
韓
天
寿
は
感
激
し
た
の
か
再

び
翌
日
に
成
大
中
に
遭
い
に
出
向
い
て
い
る
。
成
大
中
の
『
槎
上
記
』
に
も
、

こ
の
再
会
が
記
録
さ
れ
て
い
て
、

三
月
十
二
日
宿
藤
沢
、
韓
天
寿
、
平
英
昌
雨
追
来
酒
涕
而
別
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
四
月
九
日
に
は

周
公
送
馬
蹄
鏡
一
、
筆
十
二
、
西
翼
送
墨
十
笏
、
韓
天
寿
因
木
世
粛
致
書

送
嶧
山
、
華
山
二
碑
搨

と
あ
る
、
韓
天
寿
は
さ
ら
に
木
世
粛
に
た
の
ん
で
、
嶧
山
碑
、
西
嶽
崋
山
廟
碑

の
双
鉤
本
を
送
っ
て
い
る
。

　

沢
田
東
江
も
通
信
使
と
の
交
遊
を
記
録
し
た
『
傾
蓋
集
』
に

前
日
所
呈
嶧
山
碑
、
葉
有
道
碑
搨
倣
於
宝
晋
斎
帖
、
…
…
伏 

冀
足
下
憐

察
之
、
齎
帰
而
列
貴
芸
圃
之
林
則
永
伝
墨
宝
於
両
東
也
、
何
幸
如
之
。

と
あ
り
、
韓
天
寿
の
双
鉤
本
を
朝
鮮
の
芸
林
に
も
広
め
て
欲
し
い
旨
が
記
さ
れ

て
い
る
（
李
元
植
の
『
朝
鮮
通
信
使
の
研
究
』
に
も
所
載
）。
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こ
の
記
述
か
ら
、
嶧
山
碑
双
鉤
本
が
朝
鮮
に
伝
わ
っ
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
る

の
だ
が
、
さ
ら
に
韓
天
寿
が
刻
し
た
双
鉤
本
は
清
に
も
伝
播
し
た
様
子
が
窺
え

る
。
藤
塚
鄰
氏
の
『
清
朝
文
化
東
傅
の
研
究
』
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
う
ず
も
れ

た
研
究
資
料
を
も
と
に
、
専
ら
清
朝
の
経
学
が
朝
鮮
に
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
た

の
か
を
解
明
し
た
名
著
で
あ
る
が
、
こ
の
著
に
朝
鮮
の
金
正
喜
か
ら
清
国
の
翁

方
綱
に
嶧
山
碑
を
寄
贈
し
た
記
事
が
見
え
る
。
金
正
喜
は
、
字
は
元
春
、
阮
堂

と
号
し
た
。
朝
鮮
に
お
け
る
清
朝
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
翁
方
綱
は
言
う
ま

で
も
な
く
学
会
の
巨
頭
で
あ
り
、
金
石
学
の
大
家
で
も
あ
る
。
金
正
喜
は
嘉
慶

四
年
（
一
八
〇
九
）
に
清
国
に
入
燕
し
、
翌
年
翁
方
綱
と
子
弟
の
関
係
を
結
ん

だ
。
ま
た
翁
方
綱
の
弟
子
、
葉
志
詵
（
翁
方
網
の
甥
）、
さ
ら
に
葉
志
詵
の
無
二

の
親
友
劉
喜
海
と
も
金
石
の
交
り
を
結
ん
だ
。
ち
な
み
に
葉
志
詵
に
は
『
平
安

館
金
石
文
字
七
種
』、
ま
た
類
書
の
な
い
『
高
麗
碑
全
文
』
を
著
し
、
朝
鮮
金

石
文
界
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
一
方
劉
喜
海
は
、
山
東
の
名
族
出
身
で
劉
墉
の

孫
に
あ
た
る
。
著
に
『
海
東
金
石
苑
』
八
巻
が
あ
る
。
朝
鮮
の
燕
行
使
に
随
行

し
た
金
正
喜
か
ら
翁
方
綱
に
贈
ら
れ
、
翁
方
綱
は
、
こ
れ
を
喜
び
、『
跋
嶧
山

碑
』（『
復
初
斎
文
集
』
巻
二
十
）
に

右
嶧
山
碑
旧
本
朝
鮮
進
士
金
秋
史
（
正
喜
）
寄
贈
日
本
国

と
い
い
、
ま
た
「
右
嶧
山
碑
旧
本
」
と
題
し
て
、
長
詩
を
賦
し
た
。
そ
の
首
句

に

嶧
山
秦
碑
日
本
刻
、
謂
出
棗
木
肥
本
前
、
棗
木
之
刻
誰
所
作
、
杜
公
初
擬

孤
嶂
巓

と
あ
る
。
ま
た
『
清
朝
文
化
東
傅
の
研
究
』
に
よ
る
と
、
葉
志
詵
に
も
道
光
十

四
年
（
一
八
三
四
）
に
嶧
山
碑
を
送
っ
た
記
事
が
見
え
る
。

　
　

前
寄
蘇
斎
重
模
嶧
山
碑
、
曽
経
入
目
、
今
不
知
何
往
矣

と
い
い
、
少
な
く
と
も
二
本
の
嶧
山
碑
が
金
正
喜
か
ら
二
人
に
寄
贈
さ
れ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
韓
天
寿
が
双
鉤
し
た
嶧
山
碑
が
、
朝
鮮
を
経
て
、
清
国
に

も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
沢
田
東
江
も
「
多
胡
碑
」
の
双
鉤
本
を
成
大
中
に
渡
し
、
こ
れ
が
嶧

山
碑
と
同
様
、
清
国
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
い

ち
早
く
述
べ
ら
れ
た
の
は
杉
仁
氏
で
あ
る
。
杉
氏
は
著
者
の
指
摘
し
た
前
書

『
清
朝
文
化
東
傅
の
研
究
』
と
併
せ
て
、
自
ら
の
韓
国
の
現
地
調
査
を
試
み
ら

れ
、
独
自
の
ル
ー
ト
で
多
胡
碑
伝
播
の
経
路
を
論
じ
て
お
ら
れ
る（
６
）。
た
だ
し
、

筆
者
の
多
胡
碑
伝
播
の
経
緯
と
は
見
解
を
異
に
す
る
の
で
論
証
を
加
え
て
お
く
。

　

と
こ
ろ
で
成
大
中
の
『
槎
上
記
』
に
記
載
は
な
く
、
か
れ
の
文
集
『
青
城

集
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
に

　
　
　
　

書
多
胡
碑

多
胡
碑
余
得
之
日
本
。
其
稱
和
銅
廼
其
元
明
天
皇
年
號
。
其
四
年
則
唐
睿

宗
景
雲
二
年
辛
亥
而
距
今
一
千
一
百
九
十
年
也
。
碑
之
淪
於
野
土
不
知
其

幾
年
而
平
鱗
者
始
得
之
、
鱗
雅
善
金
石
圖
章
、
獲
此
以
為
珍
好
事
者
、
亦

盛
為
稱
此
余
之
入
日
本
鱗
以
此
見
遺
。
欲
廣
此
傅
、
然
余
以
其
字
畫
之
太
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詭
蔵
之
巾
笥
、
未
輒
示
人
。
人
亦
不
之
好
也
。
適
芝
渓
宋
徳
文
見
而
奇
之

曰
。
漢
隷
古
法
也
。
中
國
之
失
其
傅
久
矣
。

と
あ
る
。（
早
稲
田
大
学
講
師
、
杉
仁
氏
の
教
示
に
よ
る
。）

　

文
章
か
ら
み
る
と
東
江
は
、
こ
の
「
多
胡
碑
」
を
広
め
る
意
図
の
も
と
に
成

大
中
に
寄
贈
し
た
こ
と
が
わ
か
る（
７
）。
し
か
し
、
成
大
中
は
こ
の
多
胡
碑
の
字
画

が
肉
太
い
の
を
あ
や
し
み
、
人
に
示
す
こ
と
も
な
く
笥
の
奥
に
し
ま
っ
て
お
い

た
。
訪
日
日
誌
『
槎
上
記
』
に
記
録
し
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
芝
渓
宋
徳
文
が
見
て
、「
漢
隷
の
古
法
」
と
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
成

大
中
の
秘
蔵
と
芝
渓
宋
徳
文
の
再
々
発
見
が
な
け
れ
ば
、
清
国
の
金
石
書
に
は

載
録
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

ま
ず
葉
志
詵
の
『
日
本
残
碑
双
鉤
本
』（
平
安
館
金
石
文
字
七
種
）
に

（
Ａ
）�

書
勢
雄
偉
、
類
上
皇
山
樵
瘞
鶴
銘
字
、
相
伝
日
本
人
平
鱗
得
於
士
中
。

拓
本
流
入
朝
鮮
為
成
氏
所
蔵
、
廿
年
前
翁
方
綱
師
以
双
鉤
本
見
貽
。
偶

爾
検
得
因
詳
、
為
攷
証
並
重
摸
、
以
広
墨
縁
、
道
光
十
有
九
年
歳
在
亥

夏
六
月
望
日　

漢
陽　

葉
志
詵　

識（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
図
書
館
蔵
）

と
あ
る
。（
図
３
）
こ
の
文
章
に
よ
る
と
、
日
本
人
平
鱗
が
土
中
か
ら
多
胡
碑

を
発
見
し
、
朝
鮮
の
成
大
中
に
寄
贈
し
た
こ
と
、
二
十
年
前
に
こ
の
多
胡
碑
の

双
鉤
本
を
師
の
翁
方
綱
か
ら
贈
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
『
清
朝

図３　「日本残碑双鉤本」（葉志詵輯『平安館金石文字七種』所収）
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文
化
東
傅
の
研
究
』
に
も
「
多
胡
碑
」
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
記
事
が
見
え
る
。

　

こ
の
記
載
に
よ
る
と
、
道
光
十
四
年
（
一
八
三
四
）
友
人
の
金
正
喜
か
ら
葉

志
詵
は
多
胡
碑
を
寄
贈
さ
れ
、
こ
れ
を
感
謝
し
、
そ
の
謝
礼
の
手
紙
の
あ
と
に

多
胡
碑
に
つ
い
て
、

　
　
　

多
胡
碑
、
會
見
李
游
荷
以
双
鉤
本
寄
劉
燕
庭
、
今
得
此
冊
、
此
愜
願
也

と
い
っ
て
い
る
。
整
理
す
る
と
、
葉
志
詵
は
、
①
金
正
喜
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
多

胡
碑
一
本
。
②
師
の
翁
方
綱
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
多
胡
碑
一
本
、
③
劉
喜
海
所
蔵

の
一
本
、
つ
ま
り
三
本
の
多
胡
碑
を
見
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
の
金
石
書
は
、
葉
志
詵
の
著
し
た
『
日
本
残
碑
双
鉤
本
』
を
そ
の
ま

ま
踏
襲
し
、
記
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
葉
昌
熾
の
『
語
石
』
の
み
は

劉
喜
海
の
『
海
東
金
石
苑
』
を
採
録
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
趙
秉
亀
が

日
本
に
訪
日
し
た
記
録
は
な
い
。
以
下
列
記
し
て
み
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

（
Ｂ
）�

三
郡
題
名
残
碑　

和
銅
四
年
三
月
九
日
甲
寅　

攷
為
景
雲
二
年
辛
亥
舊

題
多
胡
郡
碑
伝
為
日
本
人
平
鱗
得
之
土
中
後
蔵
朝
鮮
成
氏　

湖
北
漢
陽

葉
氏
拓
本
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楊
守
敬
『
楷
法
溯
源
』
巻
一
目
録

（
Ｃ
）
日
本
国
片
𦊆
緑
野
甘
良
三
郡
題
名
残
碑　

正
書
和
銅
四
年
三
月

九
日
甲
寅
。
攷
為
景
雲
二
年
辛
亥
、
旧
題
多
胡
郡
碑
伝
為
日
本
人
平
鱗
得

之
土
中
。
後
蔵
朝
鮮
成
氏
。
字
雄
偉
類
瘞
鶴
銘
。
湖
北
漢
陽
葉
氏
模
本
。

趙
之
謙
『
補
寰
宇
訪
碑
録
』

（
Ｄ
）�

…
此
碑
會
流
伝
中
国
、
葉
氏
双
鉤
本
翁
氏
方
綱
跋
云
、
可
興
焦
山
瘞
鶴

　
　

銘
並
時
誠
重
也
。

傅
雲
龍
『
日
本
金
石
志
』

（
Ｅ
）�

考
景
雲
二
年
辛
亥
、
旧
題
多
胡
郡
碑
。
伝
為
日
本
人
平
鱗
得
之
土
中
。

後
蔵
朝
鮮
成
氏
。
余
所
見
係
湖
北
漢
陽
葉
氏
模
本
。
書
法
雄
古
、
顔
魯

公
近
之
。

楊
守
敬
『
激
素
飛
清
閣
平
碑
記
』
巻
三

（
Ｆ
）�

東
武
録
麗
碑　

畢
付
録
日
本
石
刻
四
通
。
惟
多
賀
（
胡
）
郡
一
碑
、
有

朝
鮮
趙
秉
亀
跋
。
尚
是
秉
亀
、
奉
使
扶
桑
、
攜
至
中
土
者
、
其
難
得
可
知
。

覃
渓
（
翁
方
綱
）
以
多
賀
（
胡
）
郡
碑
与
瘞
鶴
銘
並
重
称　

為
日
本
残
碑
、

実
未
残
也
…
。

葉
昌
熾
『
語
石
』
巻
二

　

と
こ
ろ
で
沢
田
東
江
か
ら
成
大
中
に
送
ら
れ
た
多
胡
碑
が
、
ど
の
よ
う
な
経
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路
で
金
正
喜
が
入
手
し
、
翁
方
綱
や
弟
子
の
葉
志
詵
に
寄
贈
さ
れ
た
の
か
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
事
が
考
え
ら
れ
る（
８
）。

　

明
和
の
通
信
使
の
正
使
は
先
述
し
た
趙
曮
で
あ
っ
た
。
其
の
書
記
官
が
成
大

中
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
趙
氏
の
子
孫
と
成
大
中
は
親
し
く
交
わ
り
を
も
っ
て

お
り
、
孫
の
趙
寅
永
（
号
は
雲
石
）
は
、
成
大
中
の
文
集
「
青
城
集
」
に
序
を

寄
せ
て
い
る
。
ま
た
自
分
が
も
っ
と
も
教
え
を
受
け
た
の
は
、
成
大
中
で
あ
る

と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
趙
寅
永
は
、
朝
鮮
の
金
石
研
究
家
の
第
一
人
者
で
あ

り
、
ま
た
劉
燕
庭
の
『
海
東
金
石
苑
』
八
巻
は
、
趙
寅
永
か
ら
贈
ら
れ
た
朝
鮮

古
碑
拓
本
が
中
心
に
な
っ
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
趙
寅
永
に
は
、『
海
東

金
石
存
考
』
の
著
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
成
大
中
は
こ
の
金
石
研
究
家
の
趙
寅
永

に
「
多
胡
碑
」
を
寄
贈
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
趙
寅
永
は
多
胡
碑
の
双
鉤
本

か
ら
さ
ら
に
数
部
の
双
鉤
本
を
作
製
し
た
。
こ
れ
を
清
国
奉
使
の
金
正
喜
に
た

く
し
、
さ
ら
に
『
青
城
集
』
に
記
載
さ
れ
た
多
胡
碑
が
も
た
ら
さ
れ
た
事
の
顛

末
の
話
を
聞
か
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
趙
寅
永
と
金
正
喜
は
、
純
祖
十
九
年

文
科
登
第
し
た
同
年
生
で
金
石
の
交
わ
り
を
通
じ
て
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。

金
正
喜
は
嘉
慶
十
四
年
（
一
八
〇
九
）
に
父
金
酉
堂
に
随
行
し
、
翁
方
綱
の
弟

子
と
な
り
、
日
本
の
古
碑
で
あ
る
多
胡
碑
を
寄
贈
し
た
。
後
葉
志
詵
に
も
送
付

し
た
も
の
は
双
鉤
か
ら
さ
ら
に
双
鉤
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
李
游
荷
が

劉
燕
庭
に
送
っ
た
多
胡
碑
双
鉤
本
は
ど
う
い
う
経
路
で
清
国
に
持
ち
込
ま
れ
た

の
か
。
こ
れ
は
不
明
で
あ
る
が
、
劉
燕
庭
は
『
海
東
金
石
苑
』
の
巻
尾
に
『
日

本
国
多
胡
郡
碑
』
と
し
て
著
録
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
李
游
荷
か
ら
贈
ら
れ

た
多
胡
碑
双
鉤
本
と
思
わ
れ
る（
９
）。

　

以
上
を
整
理
し
、
図
解
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

日
本
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
「
多
胡
碑
」
は
朝
鮮
か
ら
さ
ら
に
清
国
に
招
来
さ

れ
、
種
々
の
金
石
書
に
記
録
さ
れ
た
。
金
石
書
の
中
で
も
楊
守
敬
は
『
楷
法
溯

源
』『
激
素
飛
清
閣
平
碑
記
』
の
二
書
に
記
録
し
た
。『
楷
法
溯
源
』
十
五
巻
は

中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
碑
文
を
収
録
し
た
全
集
で
大
部
分
は
中
国
の
古
碑
か
ら

採
字
し
て
い
る
が
、
朝
鮮
か
ら
三
十
余
碑
、
日
本
か
ら
は
多
胡
碑
の
三
十
九
字

が
「
唐
之
部
」
に
採
録
さ
れ
た
。
楊
守
敬
の
明
治
書
道
界
に
革
新
を
も
た
ら
し

た
功
績
は
周
知
の
時
事
で
あ
る
が
、
楊
守
敬
の
著
録
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
明
治

末
期
に
は
黒
板
勝
海
の
『
日
本
金
石
銘
表
』、
亀
田
一
怒
『
皇
朝
金
石
年
表
』、

奥
田
一
夫
『
日
本
金
石
年
表
』、
佐
野
英
山
『
国
分
日
本
金
石
年
表
』
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萬
永　
　
　

趙
秉
亀

趙
曮　
　
　

鎮
寛　
　
　

原
永　
　
　

李
游
荷　
　
　

劉
燕
庭　
　
　

葉
昌
熾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寅
永　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

趙
之
謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
正
喜　
　
　

翁
方
綱　
　
　

楊
守
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
志
詵　
　
　

傅
雲
龍

　
　
　

沢
田
東
江　
　
　

成
大
中

〈「
多
胡
碑
」
伝
播
経
路
図
〉
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金
石
書
に
収
録
さ
れ
た
。
中
国
の
金
石
学
者
か
ら
多
胡
碑
の
情
報
が
逆
輸
入
さ

れ
た
こ
と
で
、
多
胡
碑
が
日
本
に
お
い
て
再
評
価
さ
れ
、
さ
ら
に
趙
之
謙
の
臨

書
作
品
を
再
注
目
す
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

次
に
趙
之
謙
が
、
こ
の
日
本
国
の
多
胡
碑
の
み
に
着
目
し
、
臨
書
し
た
そ
の

真
意
に
つ
い
て
で
あ
る
。
が
、
確
た
る
証
拠
は
見
い
だ
せ
な
い
。
し
か
し
趙
が

採
録
し
た
「
日
本
残
字
双
鈎
本
」（『
平
安
館
金
石
文
字
七
種
』）
の
跋
に
「
書
勢

雄
偉
、
類
上
皇
山
樵
瘞
鶴
銘
字
」
と
あ
る
が
、
そ
の
文
言
に
触
発
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
瘞
鶴
銘
は
、
宋
代
以
来
の
著
録
の
上
で
も
最
も
や
か
ま
し

い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳
細
な
考
証
を
加
え
た
の
が
、
葉
志
詵
の
師
の
翁
方

綱
の
『
瘞
鶴
銘
攷
補
』
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
銘
の
書
撰
者
を
確
定
す
べ
き

証
拠
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
か
れ
の
著
「
蘇
斎
筆
記
」（「
碑
刻
）
巻
一
五（

（（
（

）
に

痙
鶴
銘
を
評
し
て
「
篆
法
、
隷
法
を
兼
ね
て
い
る
し
、
虜
世
南
・
欧
陽
詢
の
筆

法
に
は
、
み
な
こ
れ
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
」
と
い
い
、
高
い
評
価
を
与
え
て
い

る
。
翁
の
弟
子
で
あ
る
葉
志
詵
が
、
瘞
鶴
銘
と
多
胡
碑
が
、「
書
勢
雄
偉
」
る

点
で
、
同
類
だ
と
評
し
た
の
で
は
あ
る
が
、
推
則
を
加
え
れ
ば
、
翁
方
網
に
聞

い
た
伝
聞
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
、
使
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
趙
之
謙
も
翁

方
網
の
瘞
鶴
銘
に
対
す
る
深
い
洞
察
は
、
書
物
に
よ
っ
て
熟
知
し
て
い
た
。
し

た
が
っ
て
そ
の
翁
や
葉
氏
が
高
い
評
価
を
下
す
瘞
鶴
銘
と
同
類
の
「
多
胡
碑
」

を
是
非
と
も
臨
書
し
、
そ
の
雄
偉
な
中
に
宿
る
篆
隷
の
古
法
を
探
り
出
し
た
い

衡
動
に
か
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
趙
之
謙
も
瘞
鶴
銘
そ
の
も
の
に
も
着
目

し
て
い
て
「
悲
盦
賸
墨
」
に
も
宋
拓
の
瘞
鶴
銘
を
臨
書
し
た
作
品
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。（
図
４
）
も
う
一
つ
の
動
因
と
し
て
、
趙
之
謙
の
多
胡
碑
の
臨
書
作

品
は
、
同
治
七
年
（
一
八
六
八
）
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
年
六
年

（
一
八
六
七
）、
孫
憙
に
あ
て
た
書
簡
（「
同
治
期
の
趙
之
謙
」『
金
石
書
学
』N

o.6

）

に
鄒
濤
氏
が
訳
し
た
中
に
「
今
は
身
も
心
も
鄭
道
昭
を
追
求
し
て
い
る
。
鄭
道

昭
は
漢
以
降
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
幸
い
に
そ
の
良
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
」
と

あ
る
。
か
れ
の
鄭
道
昭
に
対
す
る
心
酔
ぶ
り
は

「
二
金
蝶
堂
遺
墨
」
に
「
白
駒
谷
題
字
」、「
墨
」

（
一
六
三
号
）
に
は
「
鄭
羲
下
碑
」
の
臨
書
作
品

が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
。

（
図
5
）
憶
測
を
加
え
れ
ば
鄭
道
昭
の
筆
意
で
、

こ
の
「
書
勢
雄
偉
」
な
大
字
の
多
胡
碑
を
実
験
的

に
臨
書
し
て
み
れ
ば
ど
う
な
る
か
の
か
、
鄭
羲
下

図
４　

趙
之
謙　

瘞
鶴
銘
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図
５　

鄭
羲
下
碑
臨
書
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碑
の
と
り
わ
け
左
払
い
の
臨
書
作
品
な
ど
に
は
多
胡
碑
の
臨
書
と
一
脈
通
ず
る

筆
意
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
い
ず
れ
か
の
精
神
的

な
動
因
に
よ
っ
て
多
胡
碑
の
臨
書
作
品
が
誕
生
し
、
趙
本
人
の
書
道
史
観
や
芸

術
観
が
暗
々
裡
に
あ
る
い
は
顕
然
と
働
い
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

〔
注
〕

（
１
）�

西
川
寧
「
多
胡
碑
余
談
」『
西
川
寧
著
作
集
』
第
三
巻

（
２
）�

通
信
使
に
つ
い
て
は
辛
基
秀
、
仲
尾
宏
編
『
大
系
朝
鮮
通
信
使
』
全
八
巻
李

元
植
『
朝
鮮
通
信
使
の
研
究
』
思
文
閣
出
版　

一
九
九
七
年
。
辛
基
秀

『
朝
鮮
通
信
使
』
明
石
書
店
一
九
九
九
年
。
池
田
温
『
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流

史
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
二
年
。
石
阪
孝
二
郎
編
『
朝
鮮
通
信
使
来
朝
帰
帆
官

録
』
明
石
書
店
一
九
九
二
年
。
上
田
正
昭
『
朝
鮮
通
信
使
と
そ
の
時
代
』
明
石

書
店
。
二
〇
〇
一
年
参
照
。

（
３
）�

米
田
弥
大
郎
『
韓
天
寿
と
そ
の
刻
碑
』『
近
世
書
道
史
論
考
』
柳
原
書
店
一
九

九
一
年
。
上
村
泰
昭
『
韓
天
寿
』
綜
芸
舎
一
九
九
一
年
。
大
橋
修
一
『
韓
天
寿

と
そ
の
時
代
』『
字
典
』
十
号 

字
典
舎 

二
〇
〇
二
年
。

（
４
）�

米
田
弥
大
郎
『
沢
田
東
江
の
古
法
書
説
』『
近
世
書
道
史
論
考
』
柳
原
書
店
一

九
九
一
年
。

（
５
）�

辛
基
秀
・
仲
尾
宏
編
『
大
系
朝
鮮
通
信
使
』
第
七
巻
所
収
一
六
六
～
一
九
七

頁
。

（
６
）�

杉　

仁
『
在
村
文
化
の
情
報
発
信
と
朝
鮮
・
中
国
』『
近
世
の
地
域
と
在
村
文

化
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
一
年
。

（
７
）�

沢
田
東
江
『
上
毛
多
胡
碑
郡
古
碑
の
話
』『
日
本
書
論
集
成
』
巻
三

多
胡
碑
は
最
初
、
道
斎
（
一
七
一
八
～
一
七
九
四
）
名
は
克
明
が
発
見
し
、
沢
田

東
江
に
伝
え
ら
れ
た
。
著
に
『
上
毛
多
胡
碑
郡
碑
帖
』
が
あ
り
、
東
江
が
跋
を

加
え
て
い
る
。

（
８
）�

杉
仁
氏
は
多
胡
碑
伝
播
の
ル
ー
ト
を
趙
秉
亀
か
ら
葉
志
詵
に
渡
さ
れ
た
と
論

証
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
詳
細
は
前
書
『
在
村
文
化
の
情
報
発
信
と
朝
鮮
・
中

国
』『
近
世
の
地
域
と
在
村
文
化
』。
ま
た
杉
村
邦
彦
「
多
胡
碑
の
朝
鮮
中
国
へ

の
流
伝
に
つ
い
て
」『
古
代
多
胡
碑
と
東
ア
ジ
ア
』
に
お
い
て
氏
は
、
筆
者
の

「
日
・
朝
・
清
文
物
交
流
史
の
一
断
面
」（『
全
国
大
学
書
道
学
会
会
編
』）
を
参
考

に
立
論
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）�

劉
燕
庭
『
海
東
金
石
苑
』
は
『
石
刻
史
料
新
編
』
二
三
集
に
は
『
日
本
国
多

胡
碑
郡
碑
』
と
し
て
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。『
朝
鮮
文
化
東
傅
の
研
究
』
に

指
摘
の
本
と
は
別
書
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）
西
林
昭
一
『
翁
方
網
の
書
学
』（
柳
原
書
店
）
参
照
。


